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一

は
じ
め
に

日
本
で
新
派
が
発
生
し
た
の
は
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
大
阪
・
新
町

座
で
の
角
藤
定
憲
（
一
八
六
七
―
一
九
〇
七
）
一
座
の
旗
揚
げ
と
さ
れ
る
。「
大

日
本
壮
士
改
良
演
劇
会
」
と
い
う
名
か
ら
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
で

新
派
は
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
始
ま
り
、
当
初
は
書
生
芝
居
・
壮

士
芝
居
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
河
竹
繁
俊
は
「
政
治
目
的
に
発
し
て
、
戦
争

も
の
へ
、
さ
ら
に
は
い
わ
ゆ
る
新
派
悲
劇
へ
と
転
じ
て
い
く
そ
の
推
移
に

は
、
明
治
か
ら
大
正
へ
の
国
民
生
活
感
情
が
、
ま
ざ
ま
ざ
と
読
み
と
ら
れ

る
の
で
あ
り
」
ま
た
、
「
（
新
派
は
＝
筆
者
注
）
明
治
の
民
間
気
風
を
最
も
よ

く
反
映
し
た
演
劇
で
あ
り
、
一
般
国
民
の
感
情
、
趣
味
嗜
好
に
い
ち
ば
ん

並
行
し
、
共
通
部
分
も
多
く
持
っ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

要
す
る

(1)

に
新
派
は
新
し
い
演
劇
形
式
で
は
あ
る
が
日
本
人
の
生
活
や
感
情
を
反
映

し
、
社
会
の
変
化
を
機
敏
に
写
し
出
し
た
演
劇
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
政
治
目
的
に
発
し
、
「
明
治
の
民
間
気
風
を
最
も
よ
く
反

映
」
し
た
日
本
の
新
派
は
そ
の
全
盛
期

に
玄
界
灘
を
越
え
、
朝
鮮
で
も

(2)

興
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
朝
鮮
で
は
じ
め
て
日
本
の
新
派

が
行
わ
れ
、
享
受
さ
れ
た
の
は
京
城
の
日
本
人
町
に
住
む
日
本
人
で
あ
っ

朝
鮮
に
お
け
る
「
新
派
」

―
演
劇
と
小
説
と
の
交
渉

―

申

美

仙

S
H
IN

M
i
s
u
n

た
。
だ
が
、
新
派
の
主
な
受
容
者
は
日
本
人
で
あ
っ
た
も
の
の
朝
鮮
人
の

観
客
が
全
く
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
日
増
し
に
朝
鮮
人

観
客
は
増
え
た
。
日
本
人
町
で
興
行
さ
れ
る
日
本
の
新
派
劇
は
演
劇
や
劇

場
が
存
在
し
な
い
朝
鮮
の
人
々
に
と
っ
て
好
奇
と
羨
望
の
対
象
で
あ
り
、

文
明
国
の
も
の
と
し
て
映
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
は
模
倣
さ

れ
、
朝
鮮
近
代
劇
の
萌
芽
と
な
る
新
派
劇
団
が
続
々
と
旗
揚
げ
す
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

興
味
深
い
の
は
政
治
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
始
ま
っ
た
日
本
の
新
派

が
、
朝
鮮
で
は
啓
蒙
的
な
演
劇
と
し
て
朝
鮮
の
風
俗
を
改
良
す
る
た
め
に

始
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
背
景
に
は
在
来
の
朝
鮮
演
芸
は
封
建

的
社
会
の
残
滓
で
あ
り
、
正
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
知
識
人
た
ち
の

認
識
が
あ
っ
た
。
そ
の
よ
い
手
本
と
し
て
選
ば
れ
た
の
が
身
近
な
所
で
行

わ
れ
て
い
る
日
本
の
新
派
劇
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
新
派
は
日
本
の
新
派
を
影
響
源
と
し
て
発
生
し
た

が
、
か
と
い
っ
て
全
く
同
じ
プ
ロ
セ
ス
を
辿
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、

日
本
の
新
派
は
政
治
劇
か
ら
小
説
の
脚
色
に
い
た
る
ま
で
の
ジ
ャ
ン
ル
変

遷
が
数
年
の
試
行
錯
誤
と
社
会
の
変
動
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対

し
朝
鮮
で
は
政
治
劇
、
戦
争
劇
、
探
偵
劇
、
小
説
脚
色
劇
が
同
じ
時
期
に

行
わ
れ
た
。
ま
た
、
小
説
脚
色
は
主
に
『
毎
日
申
報
』
で
連
載
さ
れ
た
翻

案
小
説
、
と
り
わ
け
明
治
期
の
家
庭
小
説
が
頻
繁
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

し
か
し
小
説
と
新
派
が
同
時
並
行
し
た
り
、
と
き
に
は
新
聞
で
連
載
さ
れ

て
い
な
い
と
こ
ろ
を
新
派
が
先
行
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

既
存
の
研
究
の
多
く
は
こ
う
し
た
新
派
と
翻
案
小
説
と
の
関
係
を
『
毎

日
申
報
』
が
部
数
を
伸
ば
す
た
め
で
あ
っ
た
と
解
釈
し
て
い
る
。
確
か
に



新
派
が
『
毎
日
申
報
』
の
連
載
小
説
を
演
目
と
し
て
お
り
、
ま
た
、
新
派

の
興
行
が
あ
る
た
び
に
紙
面
に
割
引
券
を
添
付
し
た
こ
と
か
ら
も
新
派
と

『
毎
日
申
報
』
の
間
に
商
業
的
な
関
係
が
全
く
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。

し
か
し
着
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
な
ぜ
『
毎
日
申
報
』
は
割
引
券
を

添
付
し
て
ま
で
新
派
と
の
つ
な
が
り
を
も
と
う
と
し
た
の
か
で
あ
る
。
そ

し
て
も
う
ひ
と
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
新
派
の
演
目
が
主
に
日
本
の
家
庭

小
説
の
翻
案
で
あ
り
、
ま
た
、
『
毎
日
申
報
』
で
重
要
な
論
説
と
な
っ
た

の
が
朝
鮮
風
俗
改
良
、
と
り
わ
け
家
族
制
度
の
改
良
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
つ
ま
り
翻
案
小
説
の
演
劇
化
は
政
策
的
な
試
み
と
し
て
実
行
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
り
得
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
朝
鮮
新
派
の
発
生
背
景
と
そ
れ

を
積
極
的
に
宣
伝
し
た
『
毎
日
申
報
』
の
論
説
を
検
討
し
、
新
派
と
翻
案

小
説
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二

朝
鮮
に
お
け
る
日
本
新
派
の
移
入

朝
鮮
で
日
本
の
新
派
劇
が
初
め
て
上
演
さ
れ
た
の
は
京
城
の
日
本
人
町

で
あ
る
。
朝
鮮
に
日
本
人
の
移
住
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
定
か
で
な

い
が
、
一
九
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
青
柳
綱
太
郎
の
『
京
城
案
内
』
に
よ

る
と
京
城
在
住
の
日
本
人
は
一
八
八
五
年
は
わ
ず
か
九
〇
人
だ
っ
た
。
そ

し
て
一
八
九
五
年
に
は
一
八
三
九
人
、
日
露
戦
前
の
一
九
〇
三
年
は
三
六

七
三
人
、
日
露
戦
後
の
一
九
〇
六
年
は
一
一
七
二
四
人
と
増
加
し
た
と
あ

る
。

つ
ま
り
、
日
露
戦
争
を
境
に
朝
鮮
に
居
住
す
る
日
本
人
が
急
増
し

(3)

た
の
で
あ
る
。
渡
朝
し
た
日
本
人
は
「
京
城
の
本
町
、
南
大
門
を
中
心
と

し
て
黄
金
町
通
、
太
平
町
、
明
治
町
、
南
山
町
、
旭
町
、
大
和
町
等
を
主

と
し
て
市
街
の
東
南
部
に
蟠
居
し
、
朝
鮮
人
は
鐘

路
を
中
心
と
し
て
北

チ
ョ
ン
ロ

西
部
に
店
舗
を
連
ね
」
た
。

一
九
〇
七
年
ご
ろ
ほ
ぼ
日
本
人
町
が
形
成

(4)

さ
れ
る
と
娯
楽
施
設
が
集
中
的
に
建
て
ら
れ
、
歌
舞
伎
、
新
派
劇
、
寄
席
、

講
談
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
時
期
、
劇
場
が
急
増
し
た
背

景
に
は
「
一
九
〇
七
年
（
明
治
四
〇
）
前
後
に
於
い
て
は
〔
日
露
〕
戦
後
の

反
動
と
し
て
浮
華
軽
佻
の
風
に
長
じ
」

、
日
露
戦
争
の
勝
利
の
祝
い
と

(5)

京
城
に
新
し
い
生
活
の
場
を
営
ん
で
い
る
日
本
人
を
労
う
た
め
、
日
本
の

劇
団
が
朝
鮮
に
渡
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
京
城
案
内
』
で

は
日
本
人
町
の
劇
場
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

府
内
に
お
け
る
劇
場
及
び
寄
亭
並
に
常
設
活
動
写
真
館
は
以
上
の
一

五
で
あ
る
。
即
ち
劇
場
と
し
て
は
、
京
城
劇
場
、
本
町
座
、
浪
花
座
、

開
盛
座
、
光
武
臺
の
五
つ
で
、
寄
亭
は
浪
花
館
、
市
民
館
の
二
つ
で
、

其
の
他
は
何
れ
も
活
動
写
真
の
常
設
館
で
あ
る
。
そ
し
て
右
の
中
、

朝
鮮
劇
場
、
優
美
館
、
團
成
社
の
三
つ
は
、
全
然
鮮
人
向
の
常
設
活

動
写
真
館
で
、
光
武
臺
は
純
然
た
る
朝
鮮
劇
の
み
を
演
じ
、
年
中
殆

ど
無
休
で
開
場
を
続
け
て
居
る
が
、（
中
略
）
又
内
地
人
側
と
し
て
は
、

帝
国
キ
ネ
マ
直
営
の
黄
金
館
、
東
亜
キ
ネ
マ
の
中
央
館
、
松
竹
キ
ネ

マ
の
大
正
館
、
日
活
直
営
の
喜
楽
館
の
四
つ
と
も
、
年
中
殆
ど
大
入

満
員
の
大
盛
況
で
、
世
運
に
投
じ
た
活
動
写
真
が
、
内
地
に
於
て
總

ゆ
る
他
の
興
行
物
を
駆
逐
し
、
獨
り
全
盛
め
た
と
齋
し
く
我
が
京
城

に
於
て
も
今
や
そ
の
流
行
は
絶
頂
に
達
し
各
階
級
の
観
覧
者
が
続
々

と
し
て
詰
め
か
け
る
有
様
で
（
中
略
）
尚
京
龍
館
は
龍
山
に
於
け
る

唯
一
の
帝
国
キ
ネ
マ
常
設
館
で
寄
亭
と
し
て
は
浪
花
館
と
龍
山
市
民



館
が
却
々
盛
で
あ
り
、
劇
場
は
元
の
寿
館
で
あ
つ
た
本
町
座
、
浪
花

座
、
龍
山
の
開
盛
座
が
相
當
の
客
を
呼
び
、
渡
来
す
る
各
演
芸
團
、

興
行
隊
な
ど
が
不
断
に
開
演
を
続
け
て
居
る
。
最
も
京
城
に
於
け
る

大
物
の
興
行
が
行
は
れ
る
の
は
京
城
劇
場
で
、
元
寿
座
と
称
し
た
の

を
経
営
の
組
織
を
更
へ
て
近
年
株
式
会
社
と
な
し
、
其
の
設
備
萬
端

に
於
て
も
正
に
朝
鮮
随
一
の
大
劇
場
で
、
東
都
の
有
名
な
る
俳
優
な

ど
が
来
演
す
る
場
合
は
、
必
ず
同
劇
場
で
蓋
明
け
を
為
し
、
観
覧
客

も
随
つ
て
多
く
上
流
の
人
々
が
入
場
す
る
。
(6)

劇
場
と
し
て
は
京
城
劇
場
（
寿
座
）
、
浪
花
座
（
本
町
五
丁
目
）
、
開
盛
座

（
栄
座
）
、
本
町
座
（
寿
街
）
が
あ
り
、
浪
花
館
（
明
治
町
）
、
市
民
館
（
漢
江
通
）

は
寄
亭
、
そ
の
他
、
黄
金
館
（
黄
金
町
四
丁
目
）
、
大
正
館
（
櫻
井
町
）
、
京
龍

館
（
練
兵
町
）
、
中
央
館
（
永
樂
町
）
、
喜
樂
館
（
本
町
一
町
目
）
は
活
動
写
真

の
常
設
館
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
京
城
案
内
』
に
は
紹
介
さ
れ
て
な
い
が
一

九
一
〇
年
の
前
後
、
活
動
写
真
の
常
設
館
で
あ
る
高
等
演
芸
館
も
建
て
ら

れ
て
い
た
。
当
時
、
朝
鮮
総
督
府
の
書
記
官
だ
っ
た
岡
良
助
は
一
九
〇
七

年
前
後
に
お
い
て
劇
場
と
し
て
は
「
旭
町
一
丁
目
、
本
町
二
丁
目
（
今
の

一
丁
目
）
、
本
町
七
丁
目
（
今
の
四
丁
目
）
南
大
門
外
の
御
成
座
及
び
寿
座
の

五
箇
所
の
劇
場
が
あ
り
、
中
で
も
寿
座
は
京
城
最
初
の
劇
場
だ
つ
た
」
と

記
し
て
い
る
。
(7)

日
本
人
町
で
次
々
と
建
て
ら
れ
る
劇
場
で
は
寄
席
や
講
談
、
歌
舞
伎
、

新
派
劇
な
ど
様
々
な
日
本
の
演
芸
が
興
行
さ
れ
て
い
た
。
新
派
劇
団
と
し

て
は
「
北
村
一
座
、
若
菜
会
一
行
、
小
喜
多
村
一
座
、
津
田
政
一
行
、
嶋

松
一
座
、
白
川
一
座
、
伊
東
文
夫
一
座
、
竹
本
鳴
八
一
座
、
石
見
一
座
、

酒
井
政
俊
一
座
、
柳
派
一
座
、
關
三
十
郎
一
座
、
伊
井
一
座
、
義
正
團
、

眞
劇
合
同
團
一
行
、
田
宮
貞
雄
一
座
、
盛
覽
團
一
座
、
伊
井
薫
一
座
、
梅

花
美
團
、
彰
義
隊
愛
澤
一
座
、
佐
々
木
一
座
、
曾
我
迺
家
一
座
、
青
柳
春

水
一
座
、
東
操
一
座
、
愛
国
團
、
川
上
派
革
新
劇
第
二
軍
、
三
美
大
一
座
、

中
村
雁
十
郎
、
京
山
小
圓
一
座
、
香
川
二
郎
一
座
、
翠
香
園
亀
田
俊
之
介

一
行
、
立
志
團
、
片
岡
松
之
介
一
座
、
後
藤
良
助
一
行
、
革
新
浪
花
節
新

演
劇
タ
イ
ム
ス
團
、
新
派
正
義
團
一
行
、
改
正
團
一
行
」

が
あ
っ
た
。

(8)

ま
た
一
九
一
二
年
一
月
か
ら
二
月
ま
で
は
若
島
屋
一
行
、
龍
山
佐
久
良
一

座
、
中
村
栄
の
一
行
が
公
演
を
行
っ
た
。
(9)

こ
れ
ら
の
劇
団
の
興
行
演
目
は
四
三
〇
本
以
上
に
上
る
。
そ
の
中
で
も

「
不
如
帰
」（
二
六
回
）
の
公
演
が
最
も
多
く
、
続
い
て
「
己
が
罪
」（
一
三

回
）
、
「
琵
琶
歌
」（
一
二
回
）
、
「
相
夫
憐
」
・
「
嫁
が
淵
」（
一
〇
回
）
、
「
松
風

村
雨
」（
一
一
回
）
、
「
潮
」
・
「
三
日
月
は
六
」（
八
回
）
、
「
乳
姉
妹
」
・
「
深
山

の
美
人
」（
六
回
）
、「
蛇
の
執
念
」・
「
武
士
的
教
育
」・
「
ピ
ス
ト
ル
強
盗
清

水
定
吉
」（
五
回
）
、
「
心
の
影
」・
「
人
の
親
」・
「
月
魄
」
・
「
走
馬
燈
」・
「
松

山
嵐
」
・
「
兄
殺
し
」
・
「
女
漁
師
」
・
「
畜
生
腹
」
・
「
筆
子
」
・
「
壯
夫
の
犯

罪
」
・
「
一
念
力
」
・
「
吉
丁
字
」・
「
京
人
形
」（
四
回
）
、
「
オ
セ
ロ
」・
「
空
中

飛
行
機
発
明
」・
「
筐
の
名
刀
」・
「
軍
人
曾
我
」・
「
雲
間
の
明
月
」・
「
化
け

柳
」・
「
日
本
男
子
」・
「
五
月
晴
」・
「
新
羽
衣
物
語
」・
「
袖
時
雨
」・
「
母
の

心
」・
「
櫓
太
鼓
」・
「
金
色
夜
叉
」・
「
百
年
の
仇
」・
「
断
腸
録
」・
「
通
夜
物

語
」（
三
回
）
で
あ
る
。

今
日
新
派
悲
劇
と
も
い
わ
れ
る
小
説
脚
色
の
ほ

(10)

か
、
戦
争
劇
、
家
庭
劇
、
探
偵
劇
な
ど
も
頻
繁
に
興
行
さ
れ
た
。
特
に
「
不

如
帰
」
「
金
色
夜
叉
」
「
己
が
罪
」
は
後
に
朝
鮮
で
は
翻
案
小
説
と
し
て
新

聞
に
連
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
新
聞
連
載
に
先
立
ち
、
日
本
人
町
で
興



行
さ
れ
た
演
劇
に
よ
る
間
接
的
な
体
験
が
あ
っ
た
こ
と
で
、小
説
の
翻
案
、

あ
る
い
は
受
容
が
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問

が
生
じ
る
。

さ
て
、
こ
う
し
た
日
本
人
町
で
の
公
演
は
主
に
内
地
人
向
け
で
あ
っ
た

が
、
高
等
演
芸
館
の
新
築
を
知
ら
せ
る
『
京
城
新
報
』
の
記
事
に
「
毎
夜

九
百
以
上
の
観
客
あ
り
て
韓
人
六
分
日
本
人
四
分
の
割
合
な
り
」（
『
京
城

新
報
』
一
九
一
〇
年
二
月
二
五
日
、
傍
線
＝
筆
者
、
以
下
同
じ
）
と
あ
る
。
こ
の
記

事
か
ら
観
客
は
日
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
人
も
か
な
り
多
か
っ
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
パ
ン
ソ
リ
研
究
家
で
あ
る
朴

晃
は
当
時
の
状
況

パ
ク
フ
ァ
ン

を
「
室
内
劇
場
を
持
た
な
か
っ
た
韓
国
人
に
日
本
人
の
劇
場
は
好
奇
心
と

羨
望
の
的
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
ら
（
日
本
人
劇
団
）
の
公
演
に
韓
国
人
の

観
客
が
ど
ん
ど
ん
増
え
、
新
し
い
刺
激
と
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
(11)

同
じ
京
城
で
あ
っ
て
も
日
本
人
町
は
異
な
る
文
化
が
存
在
す
る
空
間
で

あ
り
、
そ
れ
を
朝
鮮
の
人
々
は
好
奇
と
憧
憬
の
眼
差
し
で
眺
め
て
い
た
。

そ
し
て
こ
う
し
た
異
文
化
は
朝
鮮
人
と
断
絶
し
た
も
の
で
は
な
く
新
た
な

文
化
が
生
み
出
さ
れ
る
土
台
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三

朝
鮮
新
派
劇
団
の
登
場

朝
鮮
新
派
劇
が
本
格
的
に
興
行
さ
れ
た
の
は
一
九
一
二
年
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
日
本
の
新
派
が
朝
鮮
の
文
化
と
し
て
定
着
す
る
に
至
る
ま

で
従
来
の
朝
鮮
演
芸
に
対
す
る
改
良
や
新
演
劇
の
導
入
に
関
す
る
激
し
い

論
争
が
起
こ
っ
た
。
そ
も
そ
も
朝
鮮
に
演
劇
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
な
く
、

知
識
人
ら
は
演
劇
を
封
建
的
な
考
え
で
評
価
し
、
蔑
ん
で
い
た
。
し
か
し
、

こ
う
し
た
知
識
人
ら
の
批
判
と
憂
い
と
は
違
っ
て
、
新
派
は
新
し
い
娯
楽

も
の
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。
す
る
と
知
識
人
た
ち
は
態
度
を
一
変
さ
せ
、

演
劇
が
民
衆
改
良
や
開
化
に
よ
い
働
き
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
演
劇
を
推

し
進
め
た
。
と
は
い
え
知
識
人
ら
は
演
劇
全
て
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
。

彼
ら
が
よ
し
と
し
た
の
は
朝
鮮
演
芸
で
は
な
く
、
西
欧
や
日
本
の
よ
う
な

文
明
国
の
演
劇
で
あ
り
、
風
俗
改
良
や
文
明
開
化
の
手
段
と
い
う
功
利
的

な
意
図
が
あ
っ
た
。
特
に
日
本
の
新
派
は
朝
鮮
内
で
多
く
広
が
っ
て
お
り
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
新
し
い
朝
鮮
演
劇
の
模
範
と
な
り

や
す
か
っ
た
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
始
ま
っ
た
日
本
の
新
派
が
朝
鮮
で

は
文
明
的
で
民
衆
を
開
化
す
る
も
の
と
な
っ
た
の
は
興
味
深
い
。

さ
て
、
朝
鮮
新
派
の
は
じ
ま
り
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
で
、
当
時
、
旗

揚
げ
さ
れ
、
名
が
知
ら
れ
て
い
た
劇
団
は
革
新
団
、
革
新
鮮
美
団
、
婦
人

研
究
団
、
以
和
団
、
青
年
団
一
派
、
文
秀
星
、
唯
一
団
な
ど
が
あ
る
。
な

か
で
も
今
日
韓
国
演
劇
研
究
に
お
い
て
新
派
の
元
祖
た
る
も
の
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
の
は
革
新
団
で
あ
る
。

革
新
団
は
林
聖
九
（
一
八
八
七
―
一
九
二
一
）
が
一
九
一
〇
年
に
旗
揚
げ

イ
ム
ソ
ン
グ

し
た
朝
鮮
最
初
の
新
派
劇
団
で
あ
る
。
団
員
は
林
の
友
人
や
兄
弟
な
ど
演

劇
の
素
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
劇
団
名
を
革
新
団
と
し
た
の
は
朝
鮮
の
演
劇

を
一
大
革
新
す
る
と
い
う
意
気
込
み
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
劇

(12)

団
名
に
見
合
っ
て
勧
善
懲
悪
・
風
俗
改
良
・
民
智
開
発
・
儘
忠
竭
力
を
革

新
団
の
標
語
と
し
た
。
『
毎
日
申
報
』
で
は
革
新
団
を
「
勧
善
懲
悪
と
教

育
奨
励
と
忠
孝
烈
を
表
彰
し
、
一
般
観
覧
者
の
模
範
機
関
」

や
「
朝
鮮

(13)

風
俗
新
派
演
劇
元
祖
」

と
い
う
宣
伝
文
句
で
紹
介
し
て
い
る
。

(14)

革
新
団
の
初
演
は
一
九
一
一
年
の
冬
、
日
本
人
経
営
の
劇
場
、
御
成
座



の
「
不
幸
天
罰
」
外
一
篇
で
あ
る
が

新
聞
で
革
新
団
に
関
す
る
記
事
や
広

(15)

告
が
見
ら
れ
る
の
は
一
九
一
二
年
二
月
一
八
日
付
け
の
『
毎
日
申
報
』
で

あ
る
。
そ
こ
に
は
「
新
派
演
劇
元
祖
革
新
団
」
と
演
目
「
六
穴
砲
強
盗
」
(16)

と
い
う
広
告
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
革
新
団
の
主
な
演
目
は
「
六
穴
砲
強
盗
」
や
「
親
仇
義
兄
殺
害
」

な
ど
日
本
人
町
で
興
行
さ
れ
た
演
目
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
林

聖
九
は
専
門
的
に
新
派
を
学
ん
だ
の
で
は
な
く
、
日
本
人
経
営
の
劇
場
（
寿

座
あ
る
い
は
京
城
座
）
で
下
足
番
の
仕
事
を
し
な
が
ら
見
様
見
真
似
で
新
派
を

覚
え
た
こ
と
に
よ
る
。

林
は
そ
の
と
き
に
日
本
人
劇
団
が
興
行
し
た
演
目

(17)

を
覚
え
、
革
新
団
の
公
演
に
取
り
入
れ
た
。

革
新
団
の
活
動
で
注
目
さ
れ
る
の
は
彼
ら
の
公
演
が
一
九
一
二
年
に
集

中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
梁

承

国
は
「
革
新
団
は

ヤ
ン
ス
ン
ク
ッ
ク

四
ヶ
月
間
、
四
〇
本
に
上
る
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
公
演
し
た
。
こ
れ
は
平
均

的
に
約
三
日
ご
と
に
レ
パ
ー
ト
リ
ー
を
変
え
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の

よ
う
に
頻
繁
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
変
更
は
革
新
団
だ
け
で
は
な
く
、
同
時

活
動
し
て
い
た
新
派
劇
団
で
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
っ
た
」
と
述
べ
る
。
(18)

唯
一
団
の
李
基
世
も
「
毎
日
演
目
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
少

イ

ギ

セ

な
く
と
も
四
〇
本
以
上
の
脚
本
を
い
つ
も
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ

た
」
と
回
顧
し
て
い
る
。

一
九
一
二
年
の
後
半
か
ら
公
演
の
回
数
が
減

(19)

り
、
地
方
公
演
に
出
向
く
事
が
多
く
な
る
。
そ
れ
は
活
動
写
真
や
曲
芸
な

ど
他
の
娯
楽
物
の
登
場
で
観
客
の
嗜
好
が
変
化
し
た
の
も
あ
る
が
、
頻
繁

な
レ
パ
ー
ト
リ
ー
の
変
更
に
よ
っ
て
演
目
が
消
耗
し
、
京
城
の
観
客
に
楽

し
み
と
新
鮮
さ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
革
新
団
の
公
演
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
当
時
、

革
新
団
の
公
演
を
実
際
み
た
尹
白
南
は
次
の
よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。

ユ
ン
ぺ
ク
ナ
ム

や
が
て
幕
が
上
が
り
舞
台
に
は
誰
も
登
場
し
て
い
な
い
の
に
観
客
は

あ
わ
た
だ
し
く
拍
手
を
し
た
。

幼
稚
だ
っ
た
舞
台
と
道
具
装
備
は
一
般
観
覧
者
に
は
は
じ
め
て
み

る
新
奇
な
見
世
物
だ
っ
た
。
趙
（
趙
重
桓
）
と
私
（
尹
白
南
）
は
短
い

た
め
息
を
付
い
た
。
ま
だ
ま
だ
だ
と
い
う
歎
息
が
自
然
に
出
た
。
す

る
と
、
い
き
な
り
小
鼓
を
ド
ン
ド
ン
ド
ン
と
叩
く
音
と
と
も
に
団
長
、

林
聖
九
が
時
代
と
現
実
を
超
越
し
た
軍
服
姿
で
片
手
に
は
軍
刀
を
持

っ
て
軍
隊
調
練
式
の
歩
調
で
花
道
か
ら
本
舞
台
へ
と
登
場
し
た
。
そ

し
て
少
し
か
す
れ
た
声
で
抑
揚
を
つ
け
た
へ
ん
て
こ
な
言
葉
が
混
ざ

っ
た
「
せ
り
ふ
」
を
独
白
し
始
め
た
。
私
た
ち
は
ま
た
長
い
た
め
息

を
つ
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

（
拙
訳
、
以
下
同
じ
）

(20)

花
道
や
小
鼓
、
そ
し
て
軍
隊
式
歩
調
は
歌
舞
伎
の
公
演
様
式
で
あ
り
、
尹

白
南
の
回
顧
か
ら
革
新
団
の
公
演
が
歌
舞
伎
に
倣
っ
て
い
た
初
期
の
日
本

新
派
を
真
似
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
安

鐘

和
も
「
革
新
団
」
俳
優
の

ア
ン
ジ
ョ
ン
フ
ァ

動
作
が
「
朝
鮮
人
の
生
活
で
は
到
底
想
像
も
つ
か
な
い
奇
異
な
も
の
で
あ

り
、
日
本
の
歌
舞
伎
式
動
作
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。

ま
た
、『
毎
日
申
報
』

(21)

で
も
「
演
興
社
で
の
革
新
団
の
新
演
劇
は
演
技
の
腕
が
よ
く
て
演
劇
の
模

範
と
も
い
え
る
。
が
、
林
聖
九
と
ハ
イ
カ
ラ
女
子
高
秀
喆
（
女
形
）
は
い

ゴ
ス
チ
ョ
ル

い
加
減
泣
い
て
ほ
し
い
。
本
当
に
嫌
気
が
差
す
。
泣
く
と
き
は
泣
い
て
、

笑
う
と
き
は
笑
う
べ
き
で
あ
ろ
う
に
ず
っ
と
泣
く
ば
か
り
で
、
そ
れ
が
欠

点
で
あ
る
」
と
批
判
し
て
い
る
。
(22)



で
は
、
ほ
か
の
劇
団
の
公
演
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
当
時

革
新
団
と
対
照
さ
れ
た
の
は
文
秀
星
と
唯
一
団
で
あ
る
。
文
士
劇
と
い
わ

れ
た
文
秀
星
と
唯
一
団
は
初
演
か
ら
小
説
を
演
目
と
し
て
い
た
。
と
く
に

文
秀
星
は
尹
白
南
（
一
八
八
八
―
一
九
五
四
）
と
趙

重

桓
（
一
八
六
三
―
一

チ
ョ
ジ
ュ
ン
フ
ァ
ン

九
四
四
）
に
よ
っ
て
旗
揚
げ
さ
れ
た
が
彼
ら
が
劇
団
を
興
す
き
っ
か
け
と

な
っ
た
の
は
革
新
団
の
公
演
が
あ
ま
り
に
も
拙
か
っ
た
か
ら
だ
と
い
う
。

尹
白
南

と
趙
重
桓
は
日
本
で
新
派
が
全
盛
期
を
迎
え
た
一
九
〇
〇
年
代

(23)

に
（
尹
白
南
は
一
九
〇
三
年
、
趙
重
桓
は
一
九
〇
七
年
）
日
本
に
留
学
し
た
。
演

劇
に
関
心
の
高
い
彼
ら
が
日
本
で
新
派
に
接
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
の
目
に
革
新
団
の
公
演
は
拙
く
、
レ
ベ
ル
が
低
い

も
の
に
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。

革
新
団
公
演
の
後
、
尹
白
南
は
「
林
聖
九
一
派
の
稚
劣
乱
雑
な
演
劇
は

演
劇
草
創
期
に
お
い
て
大
衆
を
誤
る
邪
劇
で
あ
り
、
こ
う
い
う
類
の
演
劇

が
首
都
の
劇
場
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
国
の
恥
辱
で
あ
る
」
と
憤
慨
し

た
。
続
い
て
「
そ
れ
故
に
こ
れ
を
駆
逐
す
る
意
味
で
一
日
も
早
く
正
道
の

演
劇
を
上
演
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
す
ぐ
実
践
に
移
す
こ
と
を
約
束

し
た
」
と
述
べ
る
。

こ
の
言
葉
か
ら
革
新
団
の
公
演
が
き
っ
か
け
で
文

(24)

秀
星
は
旗
揚
げ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
本
場
日
本
の
新
派
を

正
劇
と
し
そ
れ
を
朝
鮮
で
興
行
す
る
た
め
文
秀
星
を
立
ち
上
げ
た
の
で
あ

る
。
一
九
一
二
年
三
月
二
七
日
付
け
の
『
毎
日
申
報
』
に
は
「
文
秀
星
又

出
現
」
と
い
う
見
出
し
で
次
の
よ
う
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

今
日
の
演
劇
が
改
良
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
皆
様
も
ご
存
知
で
あ
ろ
う

が
内
地
で
長
年
留
学
し
た
趙
重
桓
と
尹
白
南
は
朝
鮮
の
演
劇
が
腐
敗

し
て
い
る
こ
と
を
歎
い
た
。
そ
し
て
文
秀
星
と
い
う
新
演
劇
を
研
究

し
、
風
俗
の
模
範
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
今
準
備
中
だ
と
い
う
。

文
秀
星
も
新
派
劇
団
の
お
決
ま
り
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
「
風

俗
改
良
」
を
標
榜
し
て
い
た
が
、
そ
こ
に
は
常
に
改
良
の
対
象
で
あ
る
朝

鮮
演
芸
の
み
な
ら
ず
革
新
団
の
よ
う
に
上
辺
だ
け
日
本
新
派
を
真
似
た
劇

団
に
対
す
る
警
告
の
念
も
含
ま
れ
て
い
た
。
文
秀
星
の
初
演
は
一
九
一
三

年
三
月
三
一
日
に
円
覚
社
で
、
徳
富
蘆
花
『
不
如
帰
』
の
翻
訳
、「
不
如
帰
」

プ

ル

ヨ

ギ

が
上
演
さ
れ
た
。
「
不
如
帰
」
は
趙
重
桓
が
翻
訳
し
た
が
、
初
演
の
演
目

プ

ル

ヨ

ギ

と
し
て
『
不
如
帰
』
を
選
ん
だ
の
は
革
新
団
と
の
違
い
を
見
せ
よ
う
と
し

た
か
ら
で
あ
る
。
文
秀
星
が
「
正
劇
文
秀
星
」
と
広
告
し
た
の
は
「
元
祖

革
新
団
」
へ
の
対
抗
の
現
れ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
次
の
記
事
か
ら
文
秀

星
の
公
演
は
観
客
か
ら
の
反
応
が
よ
く
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

文
秀
星
一
行
の
不
如
帰
演
劇
は
一
昨
日
か
ら
西
部
の
円
覚
社
で
開

演
さ
れ
た
。
▲
不
如
帰
は
本
来
徳
富
蘆
花
先
生
の
傑
作
で
今
日
演
劇

の
華
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
▲
然
る
に
不
如
帰
は
長
年
練
習
を

積
ん
だ
俳
優
で
な
け
れ
ば
観
客
に
喜
怒
哀
楽
の
感
情
に
至
ら
せ
な
い

も
の
で
あ
る
。
▲
今
回
文
秀
星
一
行
は
こ
れ
を
演
劇
と
し
て
上
演
し
、

そ
の
苦
労
は
改
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
文
秀
星
一
行
は
長
年
、
内

地
で
留
学
し
日
本
の
演
劇
に
大
い
に
接
し
た
人
た
ち
で
あ
る
。
始
め

て
の
演
劇
に
し
て
は
大
変
よ
ろ
し
い
。（
中
略
）
▲
そ
の
演
劇
の
中
で

悲
惨
な
句
と
節
や
義
理
人
情
の
場
面
に
当
然
涙
を
流
す
に
十
分
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
多
数
の
観
客
は
悲
し
み
の
涙
を
流
す
は
ず
な
の
に



む
し
ろ
笑
い
、
や
が
て
場
内
は
騒
然
と
し
た
。
こ
れ
は
俳
優
側
が
悪

い
の
で
は
な
く
観
客
側
が
演
劇
の
見
る
目
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
」

（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一
二
年
三
月
三
一
日
）

記
者
は
「
不
如
帰
」
公
演
を
褒
め
て
い
る
が
、
観
客
の
受
け
が
よ
く
な

プ

ル

ヨ

ギ

か
っ
た
の
は
劇
団
に
非
が
あ
る
の
で
は
な
く
演
劇
の
知
識
が
な
い
観
客
が

悪
い
の
だ
と
批
判
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
観
客
は
「
悲
惨
な
句
と
節
や
義
理

人
情
の
場
面
」
に
「
笑
い
、
騒
然
と
し
た
」
の
か
。
そ
れ
は
当
時
の
劇
場

文
化
に
起
因
し
て
い
る
。
当
時
の
劇
場
は
男
女
が
場
を
と
も
に
で
き
る
唯

一
の
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
男
女
交
流
の
場
（
女
性
観
客
は
ほ
ぼ
玄
人

女
性
で
あ
っ
た
）
と
し
て
の
機
能
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
朝
鮮
演
芸
は
喜
劇
的

な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
観
劇
に
お
い
て
涙
を
流
す
と
い
う
身
体
的
行
動
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
舞
台
で
の
俳
優
の
涙
の
演
技
が
観
客
に
は

不
思
議
に
思
わ
れ
た
。
そ
の
上
、
文
秀
星
の
「
不
如
帰
」
は
登
場
人
物
の

プ

ル

ヨ

ギ

名
前
や
舞
台
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
た
だ
朝
鮮
語
に
変
え
た
翻
訳
劇
だ
っ
た
た

め
観
客
が
「
不
如
帰
」
の
内
容
を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

プ

ル

ヨ

ギ

こ
う
し
た
公
演
か
ら
文
秀
星
が
打
ち
出
し
た
「
正
劇
」
と
い
う
も
の
が

日
本
的
な
も
の
の
直
輸
入
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
例

は
文
秀
星
と
と
も
に
イ
ン
テ
リ
劇
団
と
称
さ
れ
た
唯
一
団
も
同
じ
で
あ

る
。
新
派
の
巨
頭
、
静
間
小
次
郎
（
一
八
六
八
―
一
九
三
八
）
の
門
下
生
だ

っ
た
唯
一
団
の
団
長
、
李
基
世
（
一
八
八
九
―
一
九
四
五
）
も
日
本
の
小
説

イ

ギ

セ

を
脚
色
し
た
作
品
を
演
目
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、
唯
一
団
の
公
演
を
実

際
み
た
白
雨
生
と
い
う
日
本
人
は

僕
が
全
体
を
通
じ
て
遺
憾
に
た
へ
な
い
と
思
つ
た
の
は
、
い
か
に
も

そ
れ
が
、
あ
ま
り
に
露
骨
な
日
本
の
模
倣
で

―
ト
い
ふ
よ
り
は
直

訳
で

―
殆
ど
少
し
も
朝
鮮
現
在
の
社
会
人
情
を
現
は
し
て
い
な
い

こ
と
で
あ
つ
た
。
僕
は
は
じ
め
豊
か
な
朝
鮮
趣
味
を
此
芝
居
に
期
待

し
て
い
つ
た
。
し
か
も
そ
れ
は
全
く
空
だ
の
み
で
あ
つ
た
。
日
本
の

田
舎
廻
り
の
芝
居
を
朝
鮮
語
、
朝
鮮
風
俗
で
見
る
と
思
へ
ば
少
し
も

変
わ
り
は
な
い
。
刑
事
が
出
て
来
る
、
兵
隊
が
出
て
来
る
、
義
侠
の

労
働
者
が
出
て
来
る
、
そ
し
て
き
ま
り
の
立
ち
廻
り
を
演
じ
る
と
い

つ
た
ア
ン
バ
イ
で
…
…
し
か
し
私
の
感
じ
た
處
は
、
朝
鮮
人
が
俳
優

と
し
て
か
な
り
な
技
倆
を
有
し
て
を
る
。
ま
た
、
有
し
う
る
と
い
ふ

こ
と
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
し
か
し
、
僕
は
朝
鮮
芝
居
の
為
に
考
へ
た
。

此
生
若
い
所
謂
先
生
（
李
基
世:

筆
者
注
）
が
、
朝
鮮
の
人
情
風
俗
も
辨

へ
ず
に
、
無
暗
と
日
本
の
芝
居
を
直
訳
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
と
、
し
か
し
い
づ
れ
は
過
度
時
代
、
混
沌
時
代
の
芝
居
で
あ
る
。

そ
ん
な
事
を
い
ふ
丈
が
野
暮
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
兎
も
角
も

僕
一
個
人
の
趣
味
と
し
て
、
も
少
し
朝
鮮
味
の
勝
つ
た
芝
居
を
見
せ

て
ほ
し
か
つ
た
。

（
『
朝
鮮
』
一
九
一
三
年
三
月
一
日
）

(25)

と
い
う
。
つ
ま
り
、
俳
優
の
演
技
の
腕
は
認
め
て
い
る
が
日
本
人
の
目
に

は
唯
一
団
の
公
演
は
「
日
本
の
田
舎
廻
り
」
の
新
派
を
朝
鮮
語
で
直
訳
し

た
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
引
用
か
ら
イ
ン
テ
リ
劇
団
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
唯
一
団
も
、
俳
優
の
演
技
は
革
新
団
と
違
っ
た
か
も

し
れ
な
い
が
、
公
演
様
式
は
革
新
団
と
そ
れ
ほ
ど
差
は
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
む
し
ろ
日
本
の
小
説
を
直
訳
し
た
文
秀
星
や
唯
一
団
よ
り
観
客



の
趣
向
に
合
わ
せ
た
革
新
団
が
観
客
か
ら
人
気
を
得
て
い
た
。
そ
れ
は
レ

ベ
ル
の
低
さ
で
は
な
く
、
異
文
化
受
容
に
よ
る
当
然
な
成
り
行
き
だ
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。

四

翻
案
の
誕
生

―
新
派
と
し
て
興
行
さ
れ
る
日
本
の
家
庭
小
説

一
九
一
三
年
に
入
る
と
新
派
は
小
説
を
演
目
と
し
て
取
り
入
れ
る
こ
と

が
多
く
な
る
。
小
説
の
演
劇
化
は
新
派
の
発
生
期
に
す
で
に
文
秀
星
や
唯

一
団
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
一
三
年
か
ら
『
毎
日
申

報
』
と
い
う
新
聞
メ
デ
ィ
ア
が
媒
介
と
な
る
こ
と
で
本
格
化
さ
れ
る
。

『
毎
日
申
報
』
で
翻
案
小
説
が
連
載
さ
れ
る
以
前
は
新
小
説
と
称
さ
れ

る
も
の
が
多
く
紙
面
を
占
め
て
い
た
。
新
小
説
は
開
化
や
女
性
教
育
、
身

分
打
破
な
ど
従
来
の
封
建
的
価
値
観
と
は
違
う
新
し
い
開
化
意
識
を
主
な

テ
ー
マ
と
し
、
台
詞
や
素
材
が
新
し
か
っ
た
た
め
最
初
の
頃
は
注
目
さ
れ

て
い
た
。
だ
が
、
表
面
的
に
は
新
し
か
っ
た
も
の
の
小
説
の
展
開
や
筋
立

て
は
古
典
小
説
の
延
長
線
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
や
が
て
は
素
材
や
テ
ー

マ
に
行
き
詰
ま
り
、
陳
腐
な
も
の
と
な
る
結
果
を
招
い
た
。
こ
う
し
た
時

期
と
相
ま
っ
て
登
場
し
た
の
が
翻
案
小
説
で
あ
る
。
翻
案
小
説
は
新
小
説

に
は
味
わ
え
な
い
異
国
的
な
雰
囲
気
と
新
し
い
素
材
、
テ
ー
マ
を
含
ん
で

い
た
た
め
読
者
の
興
味
を
惹
く
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。
一
九
一
〇
年
代
の

朝
鮮
は
翻
訳
・
翻
案
（
原
作
の
ほ
と
ん
ど
は
日
本
）
の
隆
盛
期
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
多
く
の
外
国
の
作
品
が
世
に
出
さ
れ
る
。
特
に
日
本
の
家
庭
小
説
が
集

中
的
に
『
毎
日
申
報
』
で
連
載
さ
れ
、
新
派
劇
と
し
て
も
興
行
さ
れ
た
。

し
か
し
、
翻
案
小
説
の
連
載
と
そ
の
演
劇
化
が
単
純
に
大
衆
娯
楽
と
し
て

行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
そ
れ
は
以
下
の
『
毎
日
申
報
』

の
記
事
で
一
層
深
ま
る
。

双
玉
涙
は
日
本
の
「
己
が
罪
」
を
翻
訳
し
た
も
の
で
、
そ
の
内
容

は
新
聞
が
出
る
た
び
に
読
ん
で
お
け
ば
わ
か
る
は
ず
。（
中
略
）
後
日
、

双
玉
涙
を
も
っ
て
演
劇
で
上
演
す
る
予
定
で
あ
る
が
そ
の
と
き
新
聞

に
目
を
通
し
て
い
れ
ば
観
覧
す
る
と
き
、
大
変
役
に
立
つ
と
思
う
。

そ
の
た
め
、
毎
日
申
報
を
み
る
と
き
双
玉
涙
は
一
号
で
も
欠
か
さ
ず

に
集
め
た
ほ
う
が
よ
ろ
し
い
。（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一
二
年
七
月
一
〇
日
）

右
の
引
用
で
は
「
後
日
、
双
玉
涙
を
も
っ
て
演
劇
で
上
演
す
る
予
定
で
あ

る
」
と
、
演
劇
と
し
て
興
行
す
る
こ
と
を
最
初
か
ら
新
聞
読
者
に
予
告
し
、

『
毎
日
申
報
』
を
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
ま
た
、
「
断
腸
録
」
の
広

告
で
は
、

今
日
本
紙
で
連
載
し
て
い
る
断
腸
録
は
ま
だ
途
中
で
あ
る
が
今
度
の

演
劇
で
は
ま
だ
新
聞
に
載
せ
て
な
い
と
こ
ろ
ま
で
観
覧
者
の
皆
さ
ん

に
紹
介
し
ま
す
。
よ
っ
て
演
劇
を
一
度
観
て
か
ら
小
説
を
読
め
ば
も

っ
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一
四
年
四

月
二
一
日
）

と
連
載
途
中
の
小
説
を
演
劇
が
先
行
し
て
興
行
し
、
今
度
は
先
に
演
劇
を

み
て
か
ら
小
説
を
読
む
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
小
説
『
相
夫
憐
』

の
刊
行
記
事
で
は
、



こ
の
本
は
日
本
で
も
っ
と
も
有
名
な
傑
作
小
説
「
相
夫
憐
」
を
意

訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
先
日
、
文
秀
星
一
行
が
大
意
を
抄
出
し
、
演

劇
と
し
て
上
演
ま
で
し
た
の
で
内
容
を
知
っ
て
い
る
人
は
当
然
多
い

は
ず
、
主
題
は
朝
鮮
の
人
々
を
し
て
同
時
代
的
に
す
る
こ
と
と
朝
鮮

の
家
庭
が
幸
福
な
家
庭
を
築
か
せ
る
よ
う
に
と
い
う
一
片
の
丹
誠
で

特
に
こ
れ
を
出
す
の
で
あ
る
。（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一
二
年
九
月
二
五
日
）

と
紹
介
し
て
い
る
。
『
相
夫
憐
』
は
一
九
一
二
年
四
月
一
六
日
文
秀
星
が

興
行
し
た
が
小
説
が
刊
行
す
る
前
に
す
で
に
演
劇
と
し
て
興
行
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
引
用
か
ら
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
新
聞
連
載
小
説
が
新
派
の

演
目
と
な
る
こ
と
が
こ
の
時
期
に
は
当
然
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
。
そ
の
た

め
連
載
小
説
の
演
劇
化
が
『
毎
日
申
報
』
の
部
数
を
伸
ば
す
た
め
で
あ
る

と
い
う
解
釈
も
あ
る
。

『
毎
日
申
報
』
が
「
特
に
本
紙
欄
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
半
額
割
引
券
を

お
持
ち
に
な
れ
ば
入
場
料
を
半
額
と
し
ま
す
」

と
新
聞
に
割
引
券
を
添

(26)

付
す
る
な
ど
商
業
的
な
目
的
が
な
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
翻
案

の
演
劇
化
が
単
純
に
『
毎
日
申
報
』
の
部
数
増
加
と
い
う
商
業
的
な
目
的

の
み
で
解
釈
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
当
時
翻
案
小
説
の
連
載
舞
台
で

あ
り
、
新
派
広
告
に
積
極
的
だ
っ
た
『
毎
日
申
報
』
で
主
要
な
論
説
と
な

っ
た
「
朝
鮮
風
俗
改
良
」
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
毎
日
申
報
』
は
朝
鮮
総
督
府
の
機
関
紙
で
あ
り
、
一
九
一
〇
年
代
の

朝
鮮
で
唯
一
発
行
さ
れ
た
新
聞
で
あ
っ
た
。
当
時
『
毎
日
申
報
』
の
主
要

な
論
説
と
な
っ
た
の
は
「
朝
鮮
風
俗
改
良
」
で
あ
り
、
と
り
わ
け
朝
鮮
の

家
族
制
度
の
改
良
で
あ
っ
た
。
「
風
俗
改
良
」
と
は
文
字
ど
お
り
朝
鮮
の

風
俗
を
変
え
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
改
良
の
対
象
と
は
従
来
か

ら
続
い
て
い
る
朝
鮮
の
文
化
、
文
芸
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
低
俗
で
未
開
な

も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
た
。

特
に
風
俗
改
良
論
に
お
い
て
『
毎
日
申
報
』
が
強
く
批
判
し
て
い
た
の

は
朝
鮮
の
劇
場
や
劇
団
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
朝
鮮
新
派
の
本
格

的
な
出
発
は
一
九
一
〇
年
代
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
以
前
か
ら
す
で
に

近
代
的
な
劇
場
が
建
て
ら
れ
、
公
演
が
行
わ
れ
て
い
た
。

劇
場
の
主
な

(27)

催
し
も
の
は
妓
生
や
倡
夫
に
よ
る
歌
や
舞
踊
な
ど
朝
鮮
演
芸
が
中
心
だ
っ

た
。
し
か
し
、
劇
場
は
唯
一
、
男
女
が
と
も
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
空

間
で
あ
っ
た
た
め
異
性
を
目
当
て
に
出
入
り
す
る
な
ど
公
演
よ
り
男
女
の

社
交
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
は
内
々
密
売

淫
が
行
わ
れ
、
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
当
時

の
劇
場
は
淫
ら
で
風
紀
を
乱
す
場
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。
そ

こ
で
観
客
を
道
徳
的
に
教
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
演
目
が
必
要
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。

次
の
引
用
文
は
新
聞
連
載
小
説
の
演
劇
化
の
口
火
を
切
っ
た
「
双
玉
涙
」
(28)

の
広
告
文
で
あ
る
。「
双
玉
涙
」（
原
作
は
菊
池
幽
芳
の
『
己
が
罪
』）
は
趙
重
桓
に
よ

っ
て
翻
案
さ
れ
、
一
九
一
二
年
七
月
一
七
日
か
ら
一
九
一
三
年
二
月
四
日
ま
で

『
毎
日
申
報
』
に
連
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。『
毎
日
申
報
』
で
は
「
双
玉
涙
」

の
連
載
に
あ
た
っ
て
次
の
よ
う
な
記
事
を
出
し
て
い
た
。

双
玉
涙
は
ひ
ま
つ
ぶ
し
の
小
説
と
し
て
連
載
す
る
の
で
は
な
く
、
近

い
う
ち
に
そ
の
内
容
を
あ
ら
わ
し
、
一
般
社
会
の
風
俗
を
改
良
す
る
、

よ
い
小
説
と
す
る
。
こ
れ
を
実
際
に
あ
ら
わ
す
よ
い
方
法
と
は
な
ん



だ
ろ
う
か
。
当
然
演
劇
で
あ
ろ
う
。
朝
鮮
の
演
劇
は
幼
稚
で
あ
る
た

め
皆
そ
れ
を
歎
い
て
い
る
。
本
社
も
朝
鮮
の
演
劇
を
改
良
す
る
つ
も

り
で
あ
る
が
ま
だ
よ
い
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
そ
れ
を
実
行

に
移
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
幸
い
双
玉
涙
の
よ
う
な
よ

い
材
料
が
見
つ
か
り
、
今
後
文
芸
部
を
設
け
、
こ
れ
を
も
っ
て
演
芸

の
模
範
を
示
そ
う
と
す
る
。
も
し
計
画
が
う
ま
く
い
け
ば
必
ず
本
報

を
愛
読
す
る
同
胞
姉
妹
に
は
無
料
観
覧
を
許
可
し
、
日
頃
の
声
援
に

報
い
た
い
。
一
般
の
愛
読
諸
君
は
双
玉
涙
を
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一

号
で
も
欠
か
さ
ず
に
集
め
た
ら
一
冊
の
本
に
な
る
し
、
今
後
こ
れ
を

演
劇
と
し
て
興
行
す
る
と
き
大
い
に
役
に
立
つ
と
思
う
。
こ
の
小
説

は
誰
が
書
い
た
の
か
と
い
う
と
文
秀
星
員
の
趙
重
桓
が
内
地
で
最
も

有
名
な
己
が
罪
と
い
う
小
説
を
翻
訳
し
朝
鮮
の
風
俗
に
ふ
さ
わ
し
く

変
え
た
も
の
で
あ
る
。
ど
う
か
こ
れ
ま
で
よ
り
も
っ
と
愛
読
す
る
こ

と
を
願
う
。（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一
二
年
七
月
一
七
日
）

右
の
引
用
か
ら
「
双
玉
涙
」
は
朝
鮮
演
芸
を
改
良
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い

題
材
と
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
「
双

玉
涙
」
の
原
作
『
己
が
罪
』
が
日
本
で
は
家
庭
小
説
の
代
表
作
だ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
事
実
、
『
毎
日
申
報
』
で
は
日
本
の
家
庭
小
説
が
主
に
翻
案

さ
れ
、
演
劇
化
さ
れ
た
。
つ
ま
り
「
朝
鮮
風
俗
改
良
」
に
は
朝
鮮
演
芸
の

み
な
ら
ず
家
族
制
度
の
改
良
も
求
め
ら
れ
て
い
た
。

『
毎
日
申
報
』
に
お
け
る
「
家
庭
制
度
の
改
善
」（
一
九
一
一
年
一
月
一
五

日
）
や
「
夫
婦
関
係
」（
一
九
一
一
年
四
月
一
一
日
）
な
ど
の
記
事
は
、
こ
う

し
た
朝
鮮
の
家
族
制
度
の
改
良
が
い
か
に
重
要
な
関
心
事
だ
っ
た
の
か
を

物
語
っ
て
い
る
。
家
庭
に
関
す
る
論
説
は
一
九
〇
〇
年
代
以
前
か
ら
新
聞

の
主
要
な
論
説
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
内
容
は
一
九
一
〇
年

代
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
な
違
い
が
あ
っ
た
。

一
九
一
〇
年
代
以
前
は
女
性
教
育
の
推
進
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
れ
は

「
母
親
は
学
問
を
通
じ
て
育
児
を
す
る
役
割
だ
け
で
は
な
く
子
供
を
教
え

る
先
生
に
も
な
れ
る
。
ま
た
、
女
性
は
自
分
の
権
利
を
も
つ
こ
と
で
卑
し

ま
れ
る
こ
と
な
く
、
国
家
の
利
益
と
と
も
に
文
明
な
人
間
に
な
れ
る
」
(29)

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
女
性
の
開
化
は
国
力
に
つ
な
が
る
も
の

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
一
〇
年
代
に
な
る
と

こ
の
よ
う
な
家
庭
改
良
は
夫
婦
中
心
へ
と
変
化
す
る
。

承
知
の
と
お
り
、
家
庭
小
説
と
い
う
用
語
は
日
本
で
用
い
ら
れ
た
言
葉

で
あ
る
。
瀬
沼
茂
樹
は
日
本
で
家
庭
小
説
が
登
場
し
た
背
景
に
つ
い
て
『
太

陽
』
臨
時
増
刊
『
文
芸
史
』
の
第
三
編
第
三
章
第
四
節
の
『
文
壇
の
変
徴
』

の
内
容
を
あ
げ
て
説
明
し
て
い
る
。
(30)

坪
内
逍
遥
が
「
今
や
社
会
の
事
日
に
非
し
頽
波
滔
々
た
り
」
と
い

っ
て
『
早
稲
田
文
学
』
を
発
刊
し
て
教
育
界
を
退
き
、
高
山
樗
牛
も

「
文
壇
日
に
非
な
り
」
と
慷
慨
し
た
ほ
ど
、
文
壇
そ
の
も
の
が
行
き

詰
ま
っ
て
い
た
（
樗
牛
の
い
わ
ゆ
る
「
殺
人
、
強
姦
、
自
殺
、
狂
亂
、

現
今
我
が
小
説
の
内
容
、
こ
の
数
者
を
出
づ
る
も
の
果
た
し
て
幾
何

ぞ
」
と
歎
い
た
深
刻
小
説
・
悲
惨
小
説
が
流
行
し
た
）
。
そ
こ
で
「
當

時
教
育
社
会
か
ら
は
、
文
学
に
現
は
れ
た
道
徳
的
水
平
線
の
低
い
こ

と
を
譏
つ
た
も
の
が
あ
り
、
或
は
女
学
生
に
小
説
の
閲
読
を
禁
じ
べ

し
な
ど
と
い
ふ
議
論
す
ら
出
て
居
る
」
実
情
で
あ
っ
た
。
「
時
代
は



（
日
清
）
戦
争
の
結
果
、
自
覚
心
を
起
す
と
同
時
に
、
厳
粛
な
る
道

徳
問
題
を
考
慮
す
る
に
至
つ
た
。
そ
し
て
文
学
上
に
も
、
道
徳
的
意

義
の
深
遠
な
る
も
の
を
求
め
た
が
、
満
足
す
べ
き
も
の
を
得
な
か
つ

た
。
…
…
か
く
文
学
内
に
道
徳
を
読
み
込
ま
む
と
す
る
傾
向
の
生
ず

る
に
當
つ
て
、
頭
角
を
擡
げ
た
も
の
が
、
家
庭
小
説
で
あ
る
。（
略
）
」

要
す
る
に
家
庭
小
説
の
主
な
対
象
と
は
婦
女
子
で
あ
り
、
内
容
は
健
全
な

道
徳
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
加
藤
武
雄
の
「
家
庭
小
説
研
究
」
で
は

家
庭
小
説
の
条
件
を
「
第
一
に
健
全
な
常
識
道
徳
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
、

第
二
に
読
者
が
主
と
し
て
家
庭
女
性
で
あ
る
事
実
か
ら
、
情
緒
的
で
あ
る

こ
と
、
第
三
に
悲
惨
な
事
実
を
書
く
に
し
て
も
救
い
が
あ
る
こ
と
」
と
こ

の
三
つ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
(31)

一
方
、
真
銅
正
宏
は
「
明
治
二
五
年
前
後
の
家
庭
と
い
う
用
語
は
主
に

宗
教
・
教
育
的
な
見
地
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
究
極

的
に
は
そ
の
上
位
項
目
と
し
て
の
近
代
日
本
国
家
を
形
成
す
る
こ
と
を
基

礎
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ば
明
治
日
本
が
性
急
に
作
り
上
げ
よ
う
と

し
た
擬
似
西
洋
的
な
近
代
社
会
を
末
端
で
支
え
る
最
小
の
群
単
位
、
そ
れ

が
「
家
庭
」
で
あ
る
」
と
「
家
庭
」
と
い
う
用
語
に
潜
ん
で
い
る
意
味
を

解
釈
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
近
代
国
家
を
形
成
す
る
た
め
、
家
庭
―
社

(32)

会
―
国
家
と
い
う
図
式
が
作
ら
れ
、
「
家
庭
」
は
国
を
支
え
る
最
下
位
の

集
団
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
日
本
の
家
庭
小
説
が
植
民
地
朝
鮮
に
移
入
さ
れ
る

と
、
家
庭
―
社
会
―
国
家
に
お
け
る
国
家
と
は
朝
鮮
で
は
な
く
日
本
を
指

し
、
そ
れ
は
植
民
地
的
政
策
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
を
大
い
に
含
ん

で
い
る
。

一
九
一
一
年
一
月
一
五
日
付
け
の
『
毎
日
申
報
』
で
は
朝
鮮
の
婚
姻
は

親
の
命
令
に
よ
る
強
迫
結
婚
が
多
い
こ
と
を
批
判
し
「
家
族
の
根
源
と
な

る
夫
婦
が
こ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
家
族
の
団
欒
は
あ
る
は
ず
が
な
い
。（
中
略
）

今
日
の
家
族
制
度
を
改
善
し
よ
う
と
す
る
が
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
夫
婦
関

係
を
改
良
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
そ
の
他
の
多
く
の
事
は
そ
れ
に

応
じ
て
自
然
に
改
善
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
論
説
の
最
後

に
は
「
君
に
尽
く
せ
ば
忠
と
な
り
、
親
に
尽
く
せ
ば
孝
と
な
る
。
子
を
養

う
と
慈
し
み
の
心
が
芽
生
え
、
兄
弟
に
は
友
愛
を
持
ち
、
親
戚
と
睦
ま
じ

く
な
る
。
今
日
家
族
制
度
を
改
善
す
る
有
志
諸
君
は
ま
ず
結
婚
に
注
意
す

べ
き
で
あ
る
」
と
締
め
く
く
る
。
要
す
る
に
夫
婦
関
係
は
家
族
の
根
幹
で

あ
り
、
そ
れ
は
家
族
団
欒
と
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
最

後
の
文
書
か
ら
夫
婦
関
係
は
家
族
―
親
戚
―
国
家
へ
と
そ
の
範
疇
が
広
が

る
。一

九
一
〇
年
代
の
「
新
小
説
」
が
「
こ
の
小
説
（
九
疑
山
＝
筆
者
注
）
は

家
庭
の
喜
劇
悲
劇
と
壮
絶
快
絶
な
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
一
層
愛
読
す
る

と
家
庭
整
理
の
上
で
一
大
好
材
料
と
な
る
だ
ろ
う
」（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一

一
年
六
月
二
二
日
）
と
家
庭
問
題
に
集
中
し
て
広
告
し
て
い
る
こ
と
は
こ
の

よ
う
な
家
族
改
良
の
言
説
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
し
て
日
本
の
家
庭
小
説

の
翻
訳
・
翻
案
の
第
一
号
が
徳
富
蘆
花
の
『
不
如
帰
』
で
あ
っ
た
の
は
こ

う
し
た
家
族
制
度
の
改
良
言
説
と
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

「
不
如
帰
」
が
朝
鮮
で
は
な
く
日
本
の
出
版
社
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と

プ

ル

ヨ

ギ

か
ら
も
推
測
さ
れ
る
。

趙
重
桓
が
翻
訳
し
た
「
不
如
帰
」
は
一
九
一
二
年
八
月
、
東
京
の
警
醒

プ

ル

ヨ

ギ



社
で
刊
行
さ
れ
た
。
「
不
如
帰
」
が
朝
鮮
で
は
な
く
日
本
の
出
版
社
で
刊

プ

ル

ヨ

ギ

行
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
「
一
九
〇
四
年
四
月
に
は
英
語
版
「N

A
M
I-K
O

」

が
出
版
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
・
フ
ラ
ン
ス
語
・
漢

訳
が
出
版
さ
れ
、
一
九
一
二
年
に
は
ド
イ
ツ
語
訳
、
韓
国
語
訳
な
ど
が
出

版
さ
れ
た
。
そ
れ
は
日
本
の
文
学
を
世
界
の
文
学
と
し
て
広
め
よ
う
と
す

る
日
本
の
政
策
で
あ
る
」

と
い
う
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
翻
訳
「
不
如
帰
」

プ

ル

ヨ

ギ

(33)

の
誕
生
に
は
政
策
的
な
意
図
が
見
え
隠
れ
し
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。

一
九
一
二
年
一
〇
月
二
日
付
け
の
『
毎
日
申
報
』
に
は
小
説
「
不
如
帰
」

プ

ル

ヨ

ギ

を
「
内
地
一
般
風
俗
を
知
ろ
う
と
す
る
人
士
に
と
っ
て
は
最
良
の
材
料
で

あ
る
。
江
湖
諸
君
は
特
に
愛
読
す
る
こ
と
」
と
広
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

創
作
小
説
「
鳳
仙
花
」
が
「
元
来
鳳
仙
花
は
今
日
、
朝
鮮
の
家
庭
の
悪
い

風
潮
を
巧
み
に
描
い
た
」

の
に
対
し
、『
相
夫
憐
』
は
「
朝
鮮
の
家
庭
を

(34)

幸
福
な
家
庭
に
築
か
せ
る
よ
う
に
と
い
う
一
片
の
丹
誠
で
特
に
こ
れ
を
出

す
の
で
あ
る
」

と
広
告
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
朝
鮮
家
庭
に
は
悪
い
風

(35)

潮
が
あ
り
、
そ
れ
を
改
良
す
る
に
は
日
本
の
家
庭
小
説
を
読
む
べ
き
で
あ

る
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
と
れ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
家
庭
小
説
の
翻
訳
・
翻
案
が
最
初
か
ら
日
本
の
植
民

地
政
策
を
容
易
に
す
る
た
め
に
書
か
れ
、
そ
れ
を
翻
訳
・
翻
案
に
携
わ
っ

て
い
た
知
識
人
ら
が
日
本
の
政
策
に
同
調
し
た
か
ら
と
い
う
風
に
結
び
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
翻
訳
、
翻
案
作
業
は
『
毎
日

(36)

申
報
』
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
知
識
人
が
進
ん
で
取
り
か
か

っ
た
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
翻
訳
・
翻
案
の
目
的
は

自
国
民
の
文
明
開
化
や
啓
蒙
と
し
て
の
働
き
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
日
本
の
家
庭
小
説
は
朝
鮮
の
古
典
小
説
や
「
新
小
説
」

の
モ

(37)

チ
ー
フ
と
似
通
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
家
庭
小
説
は
日
本
と
朝
鮮
が
共
に

有
し
て
い
る
封
建
的
な
情
緒
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
た
め
、
受
容
に
お
い

て
大
き
な
隔
た
り
な
く
翻
案
さ
れ
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

加
藤
武
雄
が
指
摘
す
る
「
第
一
に
健
全
な
常
識
道
徳
に
忠
実
で
あ
る
こ

と
、
第
二
に
読
者
が
主
と
し
て
家
庭
女
性
で
あ
る
事
実
か
ら
、
情
緒
的
で

あ
る
こ
と
、
第
三
に
悲
惨
な
事
実
を
書
く
に
し
て
も
救
い
が
あ
る
こ
と
」

と
い
う
家
庭
小
説
の
条
件
は
朝
鮮
の
「
新
小
説
」
と
大
い
に
似
通
っ
て
い

る
。
「
新
小
説
」
は
日
本
の
家
庭
小
説
の
よ
う
に
女
性
に
焦
点
を
あ
て
て

お
り
、
女
性
の
受
難
と
克
服
、
勧
善
懲
悪
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
が
主
な
モ

チ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
趙
東

一
は
自
由
独
立
、
自
由
恋
愛
、
開
化
教
育
、

チ
ョ
ド
ン
イ
ル

風
俗
改
良
を
力
説
す
る｢

新
小
説｣

に
お
い
て
女
性
が
多
く
主
人
公
と
な
っ

て
い
る
理
由
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
個
人
の
運
命
や
家
庭
生
活
が
主
な
関

心
事
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
男
性
に
比
べ
女
性
の
立
場
が
不
利
で
あ
り
、
女

性
の
問
題
を
浮
き
彫
り
に
す
る
と
い
う
意
識
の
変
化
が
あ
っ
た
点
を
挙
げ

て
い
る
。
そ
し
て
小
説
の
読
者
が
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
多
か
っ
た
と
い

う
理
由
も
つ
け
加
え
て
い
る
。

要
す
る
に
日
本
の
家
庭
小
説
の
翻
案
は

(38)

儒
教
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
含
み
つ
つ
、
新
し
い
素
材
と
内
容
が
描
か
れ

て
い
る
た
め
様
々
な
面
が
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
か
っ
た
。

そ
し
て
新
聞
が
識
者
中
心
の
中
産
階
級
に
消
費
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ

ば
、
新
派
劇
は
そ
う
で
な
い
人
々
が
手
軽
に
劇
場
に
出
入
り
す
る
こ
と
が

で
き
、
幅
広
い
受
容
層
を
有
し
て
い
た
。
一
九
二
〇
年
代
の
半
ば
ま
で
朝

鮮
人
の
九
〇
％
が
字
を
読
め
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

小
説
の
受
容
は
聴
覚

(39)

に
頼
る
人
が
多
く
、
そ
の
た
め
公
演
の
前
に
演
目
の
あ
ら
す
じ
が
口
頭
で

説
明
さ
れ
て
い
た
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
人
の
読
み
手
が
大
勢
の
人



に
本
を
読
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。

ま
た
、
目
の
前
で
演
じ
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
小
説
に
比
べ
、
よ
り
生

々
し
く
小
説
の
内
容
と
一
体
化
し
や
す
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
毎
日
申

報
』
が
連
載
小
説
の
演
劇
化
を
積
極
的
に
進
め
た
の
は
小
説
よ
り
大
衆
的

な
影
響
力
を
有
し
て
い
る
新
派
を
利
用
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
演
劇
が

「
小
説
よ
り
直
接
人
の
耳
を
動
か
し
目
に
触
れ
、
悲
し
み
に
涙
を
流
し
、

喜
ば
し
い
こ
と
を
見
て
声
を
出
し
て
笑
い
、
人
の
性
情
を
早
く
動
か
す
こ

と
が
で
き
る
」（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一
〇
年
一
二
月
一
一
日
）
と
い
う
論
説
は
そ

の
意
味
で
示
唆
に
富
む
。

さ
ら
に
、
公
演
の
前
に
団
長
が
演
目
の
内
容
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
当
時
の
観
劇
態
度
は
新
聞
読
者
と
演
劇
の
観
客
が
必
ず
し
も
同

じ
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
当
時
の
新
派
は
「
小
説
の
内
容

を
実
際
表
す
」
や
「
「
長
恨
夢
」
を
た
だ
小
説
で
読
む
よ
り
も
小
説
の
実

際
を
演
劇
と
し
て
興
行
」（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一
三
年
八
月
八
日
）
す
る
と
広

告
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
れ
に
応
じ
て
い
る
か
の
よ
う
に
演
劇
は
「
守
一
、

ス
イ
ル

沈
順
愛
の
性
格
を
少
し
も
変
え
ず
に
そ
の
ま
ま
描
写
し
、
一
般
観
客
か
ら

大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
」（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一
三
年
七
月
二
九
日
）
と
演
劇
は

小
説
の
内
容
に
忠
実
に
従
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
演
劇
が
小
説
の
内
容
を

(40)

リ
ア
ル
に
再
現
す
る
こ
と
で
「
小
説
の
実
際
」
を
観
客
は
体
験
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
『
毎
日
申
報
』
は
小
説
よ
り
演
劇
が
人
の
心
を
動
か
す

容
易
な
手
段
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
小
説
の
啓
蒙
的
な
側
面
が
一
層
高

ま
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

五

む
す
び

朝
鮮
で
日
本
の
新
派
劇
は
日
本
人
居
留
民
の
娯
楽
と
し
て
始
め
ら
れ

た
。
そ
し
て
、
当
時
、
室
内
劇
場
で
行
わ
れ
る
演
劇
が
存
在
し
な
か
っ
た

朝
鮮
人
に
と
っ
て
日
本
の
新
派
劇
は
好
奇
と
羨
望
の
的
で
も
あ
っ
た
。
や

が
て
日
本
の
新
派
劇
は
朝
鮮
の
在
来
演
芸
と
は
異
な
る
、
近
代
的
で
文
明

的
な
演
劇
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
朝
鮮
新
派
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
と

な
る
。
し
か
し
、
日
本
の
新
派
を
そ
の
ま
ま
模
倣
し
た
朝
鮮
の
新
派
は
異

質
で
あ
っ
た
た
め
好
奇
心
の
対
象
に
は
な
っ
た
も
の
の
観
客
が
劇
の
内
容

を
十
分
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
観
客
は
演
劇
を

み
て
笑
い
、
騒
然
と
す
る
観
劇
態
度
を
み
せ
て
い
た
。

そ
し
て
新
派
発
生
か
ら
一
年
後
、
『
毎
日
申
報
』
と
い
う
新
聞
メ
デ
ィ

ア
を
媒
介
と
し
て
新
派
は
新
聞
連
載
小
説
を
演
劇
化
す
る
こ
と
が
常
と
な

り
、
日
本
の
よ
う
に
新
派
悲
劇
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
定
着
す
る
。
し
か
し
、

こ
の
時
期
、
日
本
の
家
庭
小
説
が
集
中
的
に
翻
案
さ
れ
、
演
劇
化
さ
れ
た

こ
と
に
は
朝
鮮
の
家
族
制
度
を
風
俗
改
良
と
い
う
名
目
で
新
た
に
再
編
成

し
よ
う
と
す
る
政
策
的
な
意
図
が
隠
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
た

言
説
を
よ
り
効
果
的
に
実
行
す
る
た
め
に
新
派
の
興
行
を
積
極
的
に
奨
励

し
た
の
で
あ
る
。
小
説
の
演
劇
化
は
活
字
を
読
め
な
い
人
と
、
小
説
よ
り

演
劇
を
好
む
人
に
、
そ
の
代
わ
り
と
し
て
小
説
の
内
容
（
実
際
）
を
忠
実

に
再
現
し
た
。
ま
た
、
朝
鮮
の
人
々
は
日
本
の
家
庭
小
説
を
新
派
を
通
し

て
受
容
す
る
こ
と
で
間
接
的
に
日
本
の
文
化
に
ふ
れ
、「
涙
」
と
「
同
情
」

を
も
っ
て
見
る
新
派
悲
劇
に
馴
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
問
題
は
小
説
翻
案
か
ら
は
じ
ま
っ
た
日
本
の
小
説
が
ど
の
よ
う



に
変
化
し
た
の
か
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
に
朝
鮮
の
人
々
に
受
容
さ
れ
た
の

か
で
あ
る
。
翻
案
小
説
は
新
聞
や
単
行
本
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
が
、
い
つ

し
か
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
か
ら
離
れ
、
演
劇
や
映
画
、
流
行
歌
な
ど
大

衆
文
化
と
融
合
し
、
再
翻
案
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
当
時
の
社
会
状
況
や
意

識
、
風
俗
が
当
然
な
が
ら
反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
異
国
の
小
説
が
取

捨
選
択
さ
れ
、
徐
々
に
朝
鮮
的
な
も
の
と
し
て
形
を
整
え
、
朝
鮮
文
化
と

し
て
定
着
し
て
い
く
過
程
で
も
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
今
日
の
韓
国
文
化

の
形
成
に
お
い
て
も
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

【
注
記
】

河
竹
繁
俊

『
日
本
演
劇
全
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
四
月
）
九
八
六
頁

1

河
竹
繁
俊
は
新
派
劇
史
の
流
れ
を
次
の
よ
う
に
六
期
に
大
別
し
て
い
る
。

2
一
、
発
生
期
―
一
八
八
八
年
（
明
治
二
一
）
―
一
八
九
三
年
（
明
治
二
六
）

二
、
興
隆
期
―
一
八
九
四
年
（
明
治
二
七
）
―
一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）

三
、
全
盛
期
―
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
七
）
―
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）

四
、
衰
退
期
―
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
―
一
九
一
二
年
（
大
正
年
間
）

五
、
中
興
期
―
一
九
二
六
年
（
昭
和
初
年
）
―
一
九
三
三
年
（
昭
和
八
年
）

六
、
新
生
新
派
期
―
一
九
三
七
年
（
昭
和
一
二
）
以
降

（
河
竹
繁
俊
、
前
掲
書
、

九
八
九
―
九
八
八
頁
）

青
柳
綱
太
郎
『
京
城
案
内
・
大
京
城
』
復
刻
版
（
朝
鮮
研
究
会
、
一
九
二
五
年
二
月
）

3
四
〇
頁

青
柳
綱
太
郎
、
前
掲
書
、
三
三
頁

4

岡
良
助
『
京
城
繁
昌
記
』（
博
文
社
、
一
九
一
五
年
六
月
）
四
七
六
頁

5

青
柳
綱
太
郎
、
前
掲
書
、
五
五
四
―
五
五
五
頁

6

岡
良
助
、
前
掲
書
、
四
七
六
―
四
七
七
頁

7

梁
承
国
「
一
九
一
〇
年
代
韓
国
新
派
劇
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
研
究
」
（
『
韓
国
劇
芸
術

ヤ

ン

ス

ン

ク
ッ
ク

8
研
究
』
第
八
集
、
一
九
九
八
年
六
月
、
二
一
―
四
〇
頁
）
に
は
一
九
〇
七
年
一
一
月

か
ら
一
九
一
一
年
一
二
月
ま
で
の
『
京
城
新
報
』
の
演
劇
欄
の
調
査
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
「
新
派
公
演
年
報
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
京
城
新
報
』
復
刻
版
第
一
〇
巻
一
九
一
二
年
一
月
二
月
ま
で
の
新
派
公
演
は
筆
者

9
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。『
京
城
新
報
』
は
ソ
ウ
ル
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
人

居
留
民
の
日
本
語
新
聞
で
あ
り
、
一
九
〇
七
年
に
創
刊
さ
れ
、
一
九
一
二
年
二
月
に

廃
刊
さ
れ
る
。

梁
承
国
、
前
掲
論
文
、
四
〇
―
四
一
頁

ヤ

ン

ス

ン
ク
ッ
ク

10

朴
晃
『
唱
劇
史
研
究
』（
白
鹿
出
版
社
、
一
九
七
六
年
）
一
七
頁

パ

ク
フ
ァ
ン

11

柳
敏
栄
『
演
劇
運
動
史
』（
檀
国
大
学
校
出
版
部
、
一
九
九
〇
年
三
月
）
三
一
頁

リ

ュ

ミ

ン

ヨ

ン

12

「
演
芸
界
」（
『
毎
日
申
報
』
一
九
一
二
年
二
月
二
八
日
）

13

『
毎
日
申
報
』
一
九
一
二
年
四
月
三
日

14

「
不
孝
天
罰
」
は
寿
座
で
公
演
さ
れ
た
日
本
の
演
劇
「
不
孝
の
天
罰
執
念
の
蛇
」
で

15
あ
る
。

「
六
穴
砲
強
盗
」
は
日
本
人
町
の
劇
場
、
歌
舞
伎
座
や
京
城
座
で
興
行
し
た
「
ピ
ス

16
ト
ル
強
盗
清
水
定
吉
」
の
翻
案
で
あ
る
。

安
鐘
和
は
『
新
劇
史
物
語
』
（
進
文
社
、
一
九
五
五
年
）
に
お
い
て
林
聖
九
は
京
城

ア
ン
ジ
ョ
ン
フ
ァ

17
座
で
下
足
番
を
し
た
と
い
う
。
一
方
、
李
瑞
求
は
『
韓
国
演
劇
運
動
の
胎
兒
期
野
史
』

イ

ソ

グ

（
新
思
潮
、
一
九
六
四
年
）
で
寿
座
で
働
い
た
と
述
べ
て
い
る
。

梁
承
国
「
韓
国
近
代
文
学
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
日
本
の
新
派
劇
の
影
響
に
関
す
る

ヤ

ン

ス

ン

ク
ッ
ク

18
研
究
」『
韓
国
劇
芸
術
研
究
』
第
一
四
集
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、
一
八
頁

李
基
世
「
新
派
劇
の
回
顧
」（
『
毎
日
申
報
』
一
九
三
七
年
七
月
三
日
）

イ

ギ

セ

19



尹
白
南
「
朝
鮮
演
劇
運
動
の
二
十
年
を
回
顧
し
て
」
（
『
劇
芸
術
一
』
、
劇
芸
術
研
究

ユ

ン

ペ

ク

ナ

ム

20
会
、
一
九
三
四
年
四
月
）
二
一
頁

安
鐘
和
「
舞
台
裏
面
史
」
（
一
〇
）
（
『
中
央
日
報
』
、
一
九
三
三
年
八
月
二
六
日
）

ア
ン
ジ
ョ
ン

フ
ァ

21
洪
善
英
「
観
客
啓
蒙
と
「
涙
」
―
一
九
一
〇
年
代
の
韓
国
に
お
け
る
演
劇
改
良
運
動

ホ
ン

ソ

ニ
ョ
ン

と
新
派
劇
」
『
越
境
す
る
人
と
文
化
―
一
九
一
〇
代
の
韓
国
に
お
け
る
日
本
文
学
・
演

劇
と
〈
翻
案
〉
』
筑
波
大
学
博
士
（
文
学
）
学
位
論
文
、
二
〇
〇
二
年
、
参
照
）
、
六

八
頁

『
毎
日
申
報
』
一
九
一
二
年
三
月
二
七
日

22

玄
哲
（
『
韓
国
と
韓
国
人
』
通
巻
一
一
号
）
に
よ
る
と
尹
白
南
は
日
本
の
新
派
の
幹

ヒ
ョ
ン
チ
ョ
ル

23
部
小
織
桂
一
郎
に
半
年
間
従
事
し
た
と
い
う
。
（
李
杜
鉉
、
『
韓
国
新
劇
史
研
究
』
ソ

ウ
ル
大
学
校
出
版
部
、
一
九
六
六
年
五
月
か
ら
引
用
）、
七
二
頁

尹
白
南
、
前
掲
書

ユ

ン

ペ

ク

ナ

ム

24

白
雨
生
「
朝
鮮
芝
居
見
物
記
」（
『
朝
鮮
』
、
東
京
皓
星
社
、
一
九
一
三
年
三
月
一
日
）

25
一
一
五
頁

『
毎
日
申
報
』
一
九
一
三
年
五
月
四
日

26

朝
鮮
最
初
の
室
内
劇
場
は
一
九
〇
二
年
一
二
月
、
朝
鮮
の
二
六
代
王
の
高
宗
皇
帝
の

27
御
極
四
〇
年
の
稱
慶
禮
式
（
即
位
四
〇
年
を
祝
う
儀
式
）
を
祝
う
た
め
建
て
ら
れ
た

協
律
司
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
年
一
九
〇
二
年
コ
レ
ラ
が
発
生
し
、
稱
慶
禮
式
は
延

期
と
な
り
、
協
律
司
は
一
般
の
娯
楽
機
関
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
官
庁
を
あ
ら
わ
す

協
律
司
は
公
演
団
体
を
あ
ら
わ
す
協
律
社
へ
と
名
称
が
変
わ
り
、
妓
生
、
倡
優
、
舞

童
に
よ
る
パ
ン
ソ
リ
や
舞
踊
が
行
わ
れ
た
。
協
律
社
は
新
し
い
娯
楽
機
関
で
あ
り
朝

鮮
の
人
々
に
閉
鎖
さ
れ
た
空
間
で
正
面
に
向
か
っ
て
見
る
身
体
的
行
為
と
集
団
的
観

覧
行
為
を
体
験
さ
せ
る
場
で
あ
っ
た
。

小
説
の
演
劇
化
は
一
九
一
二
年
三
月
三
一
日
、
文
秀
星
に
よ
っ
て
公
演
さ
れ
た
徳
富

28

蘆
花
『
不
如
帰
』
の
翻
案
、「
不
如
帰
」
で
あ
る
。

プ

ル

ヨ

ギ

チ
ェ
・
ス
ッ
キ
ョ
ン
「
韓
末
女
性
解
放
論
理
の
展
開
と
限
界
点
」（
『
論
叢
』
第
四
三

29
集
、
一
九
八
三
年
）

瀬
沼
茂
樹
「
家
庭
小
説
の
展
開
」
（
『
明
治
家
庭
小
説
集
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
九

30
年
六
月
）
四
二
一
―
四
二
二
頁

加
藤
武
雄
「
家
庭
小
説
研
究
」
『
日
本
文
学
講
座
』
第
一
四
巻
（
改
造
社
版
、
一
九

31
三
三
年
一
一
月
）
五
七
―
六
〇
頁

真
銅
正
宏
「
菊
池
幽
芳
『
己
が
罪
』
／
家
庭
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
ー
明
治
大
正
流

32
行
小
説
の
研
究
（
三
）
」（
『
人
文
学
』、
一
九
九
五
年
一
一
月
）
九
〇
頁

権
丁
熙
「
海
峡
を
越
え
た
「
国
民
文
学
」
―
朝
鮮
に
お
け
る
「
不
如
帰
」
の
受
容
を

ク
ォ
ン
ジ
ョ
ン
ヒ

33
め
ぐ
っ
て
―
」（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
六
五
集
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
三
一
頁

『
毎
日
申
報
』
一
九
一
三
年
五
月
四
日

34

『
毎
日
申
報
』
一
九
一
二
年
九
月
二
五
日

35

一
九
一
〇
年
代
の
代
表
的
な
翻
案
者
で
あ
る
趙
重
桓
は
三
千
里
主
催
の
「
外
国
座
談

36
会
」
に
お
い
て
『
己
が
罪
』
の
翻
案
に
至
っ
た
経
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「<

己

が
罪>

は
私
に
と
っ
て
と
て
も
印
象
深
い
作
品
だ
っ
た
。
私
が
一
五
、
六
歳
の
と
き
、

友
人
が
私
の
も
と
を
訪
ね
、
こ
の
小
説
の
内
容
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
私
は
そ
の
小

説
の
内
容
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
四
、
五
年
後
、<

己
が
罪>

の
原
書
を
手

に
入
れ
、
読
ん
で
み
た
。
実
際
、
読
ん
で
見
る
と
友
人
か
ら
聞
い
た
と
き
よ
り
一
層

深
い
印
象
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
私
は
考
え
た
。
朝
鮮
の
青
年
男
女
の
精
神
的
糧

食
を
与
え
る
た
め
こ
の
小
説
を
朝
鮮
的
な
も
の
へ
と
移
す
日
が
来
る
と
。
」
ま
た
、『
金

色
夜
叉
』
の
翻
案
、
「
長
恨
夢
」
に
関
し
て
も
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
ま
り
に
も
悲
し
か
っ

た
の
で
涙
を
流
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
趙
重
桓
の

翻
案
の
動
機
は
文
学
的
な
感
銘
と
啓
蒙
的
な
意
識
か
ら
発
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。



三
枝
壽
勝
『
「
朝
鮮
文
学
を
味
わ
う
」
報
告
書
』（
国
際
交
流
ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
、
一

37
九
九
七
年
一
二
月
、
一
五
―
一
六
頁
）
に
よ
る
と
「
新
小
説
と
は
近
代
文
学
の
移
行

期
で
あ
る
一
九
一
〇
年
前
後
、
つ
ま
り
日
本
に
植
民
地
と
さ
れ
る
前
後
に
出
た
一
連

の
作
品
を
指
し
て
い
ま
す
。（
し
か
し
）
こ
の
新
小
説
と
い
う
言
葉
は
、
作
品
の
中
身

に
対
す
る
特
別
の
定
義
が
あ
っ
て
で
き
た
の
で
は
な
く
一
番
、
最
初
に
出
さ
れ
た

（
李
人
稙
の
＝
筆
者
注
）
「
血
の
涙
」
の
広
告
に
新
小
説
と
書
い
て
あ
っ
た
と
い
う
だ

イ

イ

ン

ジ

ク

け
の
理
由
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
新
し
い
時
代
に
合
わ
せ
て
新
し

い
思
想
や
風
物
を
材
料
に
し
た
読
み
物
を
ま
と
め
て
指
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。」
と
説
明
し
て
い
る
。

趙
東
一
『
新
小
説
の
文
学
史
的
性
格
』
（
ソ
ウ
ル
大
学
校
出
版
部
、
一
九
九
八
年
七

チ

ョ

ド

ン

イ

ル

38
月
）
八
四
頁

チ
ョ
ン
・
ジ
ョ
ン
ミ
ョ
ン
『
近
代
の
本
を
読
む
―
読
者
の
誕
生
と
韓
国
近
代
文
学
』

39
（
プ
ル
ン
歴
史
、
二
〇
〇
三
年
一
一
月
、
九
三
―
九
四
頁
）
に
よ
る
と
一
九
一
〇
―

二
〇
年
代
に
本
と
新
聞
を
自
由
に
読
め
る
人
は
極
少
数
で
あ
り
、
そ
の
た
め
改
革
論

者
と
保
守
的
な
民
族
主
義
者
ら
の
共
通
的
課
題
は
文
盲
打
破
で
あ
っ
た
。
し
か
し
多

く
の
朝
鮮
人
は
日
本
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
小
学
校
に
子
供
を
通
わ
せ
る
こ
と
に
反

感
を
持
っ
て
い
た
が
一
九
一
九
年
か
ら
学
校
教
育
に
対
す
る
態
度
に
変
化
が
起
っ
た
。

そ
れ
は
新
し
い
社
会
に
適
応
す
る
た
め
に
は
学
校
教
育
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
自
覚

が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
か
ら
文
字
普
及
運
動
に
よ
っ
て
教

育
を
う
け
る
機
会
が
急
増
し
識
字
率
が
高
く
な
っ
た
と
い
う
。

一
九
一
四
年
六
月
二
七
日
付
け
の
『
毎
日
申
報
』
に
は
同
年
の
一
月
に
革
新
団
に
よ

40
っ
て
興
行
さ
れ
た
「
涙
」
（
李
相
協
著
・
一
九
一
三
年
二
月
二
五
日
―
五
月
一
一
日
ま

イ
・
サ
ン
ヒ
ョ
ッ
プ

で
『
毎
日
申
報
』
に
連
載
）
を
観
覧
し
た
河
村
若
草
と
い
う
日
本
人
女
性
の
感
想
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
涙
」
の
作
者
・
李
相
協
が
俳
優
が
勝
手
に
小
説

の
内
容
を
変
え
て
演
技
を
し
た
た
め
小
説
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
怒
っ
て
い
る

様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
学
府
博
士
後
期
課
程
一
年
）
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